
（別紙３）

～ R8年3月31日

（対象者数） 42 （回答者数） 42

～ R8年3月31日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後も、個別支援計画の目標と日々の支援内容とのつながり

がより分かりやすく伝わるよう、記録の表現や写真の活用方

法を工夫していきます。

専門職の視点を職員間で共有し、支援方法の統一や支援の質

の向上につなげられるよう、ケース検討や内部共有の機会を

継続していきます。

2

保護者から寄せられた相談内容やご意見を、より体系的に記

録・整理し、職員間で共有する仕組みをさらに整えていきま

す。

安全管理については、日々の点検やヒヤリハットの共有を継

続し、ご家族にも安心していただけるよう、必要な情報発信

を行っていきます。

3

支援の振り返り内容をさらに蓄積し、職員間で共通理解

を深めることで、支援のばらつきを防いでいきます。

今後は、関係機関との連携内容や支援の成果をより見え

る形で整理し、移行支援・地域連携の質を高めていきま

す。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

支援前後の確認事項や記録の観点を整理し、職員が共通の視

点で振り返りを行えるようにしていきます。ケース検討や内

部研修を継続し、支援方法の共有と定着を図ります。

2

支援内容、5領域とのつながり、療育のねらい、安全面の取

組などを、保護者や関係機関に分かりやすく伝えられるよ

う、発信内容を整理していきます。必要に応じて、通信や掲

示物等の活用も検討します。

3

保護者のニーズや子どもの特性、安全面を踏まえながら、無

理のない形で情報交換や学習機会を設ける方法を検討してい

きます。地域とのつながりについても、関係機関との連携を

通じて段階的に広げていきます。

・保護者評価では高い評価をいただいている一方で、開所か

らの期間が比較的短いこともあり、日々の支援で積み上げて

いる実践を、事業所全体の仕組みとしてより安定的に定着さ

せていく段階にあります。

職員間で丁寧に情報共有しながら支援を行っていますが、支

援の質を長期的に維持するためには、記録様式、振り返り方

法、ケース共有の方法をさらに標準化していく必要がありま

す。

・日々の写真付き記録や保護者への説明は充実しています

が、事業所としての取組を、外部の方にも分かりやすく伝え

る情報発信については、さらに工夫の余地があります。

保護者には個別に丁寧な共有ができていますが、ホームペー

ジ、SNS、掲示物等を通じた事業所全体の取組の見える化に

ついては、今後も継続的に整えていく必要があります。

・保護者同士、きょうだい同士、地域との交流機会について

は、個別の配慮や相談対応は行っているものの、計画的な交

流の場としては今後の検討課題です。

個別療育を中心としているため、一人ひとりに合わせた支援

は行いやすい一方で、保護者同士の交流や地域住民を招いた

行事等は十分に実施できていません。

保護者との丁寧な相談・情報共有体制

　→ 療育後の共有、日々の連絡、相談対応を通じて、ご家庭

での困りごとや保護者の意向を支援に反映する体制がある。

ご家族全体に配慮した支援

　→ きょうだいへの配慮や保護者の不安への対応など、子ど

も本人だけでなくご家族全体が安心して利用できる関わりを

大切にしている。

安心して通える環境づくり

　→ 清潔な環境、安全確認、基本動作の練習などを日々の療

育に取り入れ、安心して活動できる場を整えている。

保護者からの相談内容を職員間で共有し、家庭での関わり方

や困りごとを踏まえて療育内容を調整しています。毎回の療

育後には、活動内容だけでなく、ご本人の様子や成長、次に

つなげたい点を分かりやすく伝えることを意識しています。

安全面では、着席、話を聞く、順番を待つなど、非常時にも

つながる基本動作を日々の活動の中に自然に取り入れていま

す。

5領域を意識した支援プログラムと計画的な支援

　→ 健康・生活、運動・感覚、認知・行動、言語・コミュニ

ケーション、人間関係・社会性の5領域を踏まえ、発達支援

のねらいを明確にしている。

職員間の情報共有と支援の振り返り

　→ 支援前後の確認、記録、会議等を通じて、ご本人の状態

や支援方法を共有し、次回の支援につなげている。

保育所等訪問支援や関係機関との連携を意識した支援

　→ 園・学校・相談支援等との連携を意識し、通所場面だけ

でなく生活場面への般化を大切にしている。

個別支援計画をもとに、支援内容を5領域に整理し、日々の

活動が発達支援のどのねらいにつながるかを職員間で確認し

ています。

支援後は記録を通じてご本人の反応や課題を整理し、次回の

関わり方や環境調整に反映しています。必要に応じて、園・

学校・相談支援事業所等との情報共有も行っています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

個別性の高い療育と専門的支援の実施

　→ ご本人一人ひとりの発達段階、特性、興味関心、家庭で

の困りごとを丁寧に把握し、個別療育を中心に支援を組み立

てている。

写真付き記録による分かりやすい共有

　→ 毎回のサービス提供記録に写真を添付し、活動内容・支

援のねらい・ご本人の反応や成長が保護者に伝わりやすい体

制が整っている。

専門職の視点を活かした支援

　→ 言語・コミュニケーション、運動・感覚、認知・行動、

社会性など、5領域を意識しながら専門的視点で支援を行っ

ている。

日々の療育では、個別支援計画の目標と活動内容が結びつく

ように、支援のねらいを明確にして課題を設定しています。

写真付きの記録を通じて、保護者が療育場面を具体的にイ

メージできるようにしています。

また、言語聴覚士等の専門職の視点を活かし、発語・理解・

やりとり・姿勢保持・手先の操作・感覚面への配慮など、ご

本人の状態に応じた支援を行っています。

○事業所名 alikids5

○保護者評価実施期間
R7年4月1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
R7年4月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年4月1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


